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森 と 都 市 の 共 生 循 環 型 資 源 と し て の 木 造 建 築 Ce-406

建築学専攻

都市木造
木造建築は、その時代の生活スタイル、社会システムに応じて変化し
てきました。
都市部に建設される都市木造の未来を提案しています。

Timberize 200 (2018)
現代都市では、土地の有効活用から建物は高層化、多層化が求められ
ます。伝統的な木造建築は、東大寺大仏殿など平屋の大屋根建築が主
流で、多層建築は望楼や楼閣、天守などに限られていました。日本の
伝統木造建築には、直接的に高層木造建築につながる技術は少ないで
すが、古代や中世の建築にみられる柱梁を規則正しく格子状に組んだ
架構や太い列柱など、都市木造を触発する要素は数多く見られます。
例えば、現代建築では単純明快な架構形式が求められるように、伝統
木造では「木割」という寸法体系のなかで整理してきました。また、
現代建築の構造体とカーテンウォールの構成は、伝統木造の柱と建具
の構成と同様です。

現代では、木質材料による大断面の柱梁、厚い床や壁が使用可能で、
その加工・施工技術とともに、構造設計、防耐火設計の手法が整備さ
れつつあります。伝統木造建築の思想と技術と、現代の建築技術の融
合により都市に適した木造超高層建築が実現されつつあります。
（「建築の日本展 その遺伝子のもたらすもの」森美術館 出展）

文化財保全
1673年から修理を繰り返し300年以上、その風景を維持し、技術を伝承してきた錦帯橋。蓄積された資料から木橋の保全と技術の継承方法を明らかにしています。


